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(57)【要約】
【課題】　薬剤を用いて被処理水の薬剤処理を行う水処
理装置において、薬剤の消費に関する情報を簡便に検出
することができ、以って薬剤処理の適正化を図るのに有
効な技術を提供する。
【解決手段】　本発明に係る水処理装置１００では、消
毒槽１２０において被処理水に薬剤筒１２１内の消毒剤
１２２が溶出することによって被処理水の消毒処理がな
されるとともに、薬剤筒１２１内に配設され消毒剤１２
２の残量に応じて収容位置が可変とされる磁石の磁気を
、薬剤筒１２１外に配設された磁気センサ１４０によっ
て検知することによって、消毒剤１２２の消費に関する
情報を検出する構成とされる。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被処理水の水処理を行う水処理装置であって、
　複数の水処理領域を収容する処理槽本体と、
　前記複数の水処理領域のうち、被処理水の薬剤処理を行う薬剤処理領域と、
　前記薬剤処理領域において被処理水が流通する流通路と、
　前記流通路上に配設され、前記流通路を流れる被処理水に対し溶出する薬剤を収容する
薬剤収容ハウジングと、
　前記薬剤収容ハウジングに収容されるとともに、当該薬剤収容ハウジング内における前
記薬剤の消費に応じて収容位置が可変とされる磁石と、
　前記薬剤収容ハウジングの外面側に取り付けられ、前記磁石において生じる磁気を検知
する磁気センサと、
　前記磁気センサが検知する磁気に基づいて、前記薬剤の消費に関する薬剤情報を出力す
る薬剤情報出力部と、
を備える構成であることを特徴とする水処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の水処理装置であって、
　前記薬剤は、固形状に形成された複数の固形薬剤が上下に積み重ねられた状態で前記薬
剤収容ハウジングに収容され、最下段の前記固形薬剤から順に前記流通路を流れる被処理
水に対し溶出して消費されるとともに、所定段の前記固形薬剤の上に前記磁石が積み重ね
られた構成であり、
　前記磁気センサは、前記磁石が近接した状態で当該磁石から受ける磁気を検知する構成
であり、
　前記薬剤情報出力部は、前記薬剤の溶出に伴って前記磁気センサに対し前記磁石が自重
によって下降しつつ近接することで、前記薬剤情報を出力する構成であることを特徴とす
る水処理装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の水処理装置であって、
　前記磁石は、最上段の前記固形薬剤の上に積み重ねられる構成であり、
　前記磁気センサは、前記薬剤収容ハウジングの外面側の各部位のうち最下段の前記固形
薬剤に対応した部位に取り付けられる構成であり、
　前記薬剤情報出力部は、前記薬剤の溶出に伴って前記磁気センサに対し前記磁石が自重
によって下降しつつ近接することで、前記薬剤情報として前記薬剤の残量が無くなったこ
とを出力する構成であることを特徴とする水処理装置。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の水処理装置であって、
　前記磁石は、Ｎ極及びＳ極が上下方向に連接して配設された両面２極構造とされ、
　前記磁気センサは、磁性材料からなる二つの磁性体リード片が隙間をもって相対したリ
ードスイッチを含む構成であり、
　両面２極構造とされた前記磁石が当該リードスイッチを上方から下方へと横切る方向に
近接することで、前記二つの磁性体リード片が前記磁石から受ける磁気により前記隙間に
おいて互いに接触する構成であることを特徴とする水処理装置。
【請求項５】
　請求項１から４のうちのいずれか一項に記載の水処理装置であって、
　前記処理槽本体に前記薬剤収容ハウジングを取り付ける第１ホルダ部と、
　前記薬剤収容ハウジングの外面側に前記磁気センサを取り付ける第２ホルダ部と、
を備え、
　前記第１ホルダ部及び第２ホルダ部が一体状に構成されていることを特徴とする水処理
装置。
【請求項６】
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　請求項１から４のうちのいずれか一項に記載の水処理装置であって、
　前記処理槽本体に前記薬剤収容ハウジングを取り付ける第１ホルダ部と、
　前記薬剤収容ハウジングの外面側に前記磁気センサを取り付ける第２ホルダ部と、
を備え、
　前記磁気センサが取り付けられる前記第２ホルダ部は、前記第１ホルダ部に対し上下方
向に関する移動が許容された構成であることを特徴とする水処理装置。
【請求項７】
　請求項５または６に記載の水処理装置であって、
　前記薬剤収容ハウジングは、ハウジング内外を連通する第１及び第２のハウジング開口
部を備える一方、前記第１ホルダ部は、前記薬剤収容ハウジングの外面側に被着されると
ともに、前記薬剤収容ハウジングに対する被着部分のうち前記第１及び第２のハウジング
開口部のそれぞれに合致する部位に第１及び第２のホルダ開口部を備える構成であり、こ
れにより、前記流通路を流通する被処理水は、前記第１のホルダ開口部及び第１のハウジ
ング開口部を通じて薬剤収容ハウジング内に流入して前記薬剤に接触した後、前記第２の
ハウジング開口部及び第２のホルダ開口部を通じて薬剤収容ハウジング外へと流出する構
成であることを特徴とする水処理装置。
【請求項８】
　請求項１から７のうちのいずれか一項に記載の水処理装置であって、
　前記薬剤収容ハウジングは、上下方向に延在する筒形状に構成されるとともに、ハウジ
ング上部を塞ぐ蓋を備える構成であり、
　更に、前記蓋と前記磁石とを接続する長尺状の接続手段を備え、この接続手段は、前記
蓋がハウジング上部に装着された状態で、前記薬剤収容ハウジング内における前記磁石の
上下移動を許容する一方、ハウジング上部を開放する際の前記蓋の上向きの開放動作に伴
って、前記磁石を上方へと引き上げ可能とする延在長さを有する構成であることを特徴と
する水処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被処理水の水処理を行う水処理装置に係り、詳しくは被処理水に対し薬剤を
溶出させて当該被処理水の薬剤処理を行う技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、一般家庭等から排出される生活排水や、産業廃水等の汚水などの被処理水を処理
する水処理装置においては、被処理水を消毒処理する構成が知られており、本構成では、
消毒処理の過不足を解消するべく、消毒処理後の水の水質を適正とする水質管理を行うこ
とが必要とされる。例えば下記特許文献１には、浄化槽において、消毒処理後の水に含ま
れる残留塩素を残留塩素センサによって検出する技術が開示されている。このような技術
によれば、被処理水の消毒処理が適正に遂行されているか否かを把握することが可能とな
るものの、残留塩素センサのような高価なセンサを用いるため装置コストが高くなるとい
う問題が生じる。そこで、被処理水の消毒処理をはじめ、各種の薬剤処理を行うこの種の
水処理装置の設計に際しては、所定の薬剤処理が適正に遂行されているか否かを簡便に把
握する技術に対する要請がある。
【特許文献１】特開平４－２３５７９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　そこで本発明は、上記の点に鑑みてなされたものであり、薬剤を用いて被処理水の薬剤
処理を行う水処理装置において、薬剤の消費に関する情報を簡便に検出することができ、
以って薬剤処理の適正化を図るのに有効な技術を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００４】
　前記課題を解決するために、本発明が構成される。なお、本発明は、一般家庭等から排
出される生活排水や産業廃水等の被処理水の浄化処理を行う水処理装置に対し好適に用い
られる。
【０００５】
　本発明にかかる水処理装置は、被処理水の水処理を行う装置であって、処理槽本体、薬
剤処理領域、流通路、薬剤収容ハウジング、磁石及び磁気センサを少なくとも備える。
　処理槽本体は、複数の水処理領域を収容する槽状体として構成される。薬剤処理領域は
、処理槽本体に収容されるこれら複数の水処理領域のうち、被処理水の薬剤処理を行う領
域として構成される。この薬剤処理領域において被処理水が流通する流通路上に薬剤収容
ハウジングが配設され、流通路を流れる被処理水に対し溶出する薬剤がこの薬剤収容ハウ
ジングに収容される。本構成に関し、流通路は、薬剤処理領域の全部または一部を構成す
ることができる。また、本構成に関し、薬剤収容ハウジングは、典型的には上下方向に長
尺状に延在する筒状部材として構成される。薬剤は、典型的には所定の収容体に収容され
た固形状の薬剤とされ、被処理水の流れによって溶出する構成とされる。この薬剤を、水
処理装置の一構成要素とすることもできる。流通路を流れる被処理水にこの薬剤が溶出す
ることで当該被処理水の薬剤処理がなされる。磁石は、薬剤収容ハウジングに収容される
とともに、当該薬剤収容ハウジング内における薬剤の消費に応じて収容位置が可変とされ
る。この場合、薬剤収容ハウジング内における磁石の収容位置は、薬剤の消費に応じて可
変とされればよく、薬剤収容ハウジングの上下の延在方向に関し薬剤の消費高さに概ね合
致して変化する構成であってもよいし、或いは薬剤の消費高さとは独立して変化する構成
であってもよい。磁気センサは、薬剤収容ハウジングの外面側に取り付けられ、磁石にお
いて生じる磁気を検知するセンサとして構成される。この磁気センサは、磁石から受ける
磁気によってオン－オフ動作するスイッチとして構成されてもよいし、或いは磁石から受
ける磁気の強さないし強弱の度合いを検出する検出体として構成されてもよい。薬剤情報
出力部は、磁気センサが磁石から受ける磁気に基づいて、薬剤の消費に関する薬剤情報を
出力する機能を有する。この薬剤情報出力部は、典型的には磁気センサと有線ないし無線
によって接続される。
【０００６】
　なお、ここでいう「薬剤の消費に関する薬剤情報」には、薬剤の有無や薬剤の残量をは
じめ、薬剤の消費量や消費速度、薬剤が無くなった旨の情報や、薬剤が無くなりそうな旨
の情報、また正常に薬剤処理が行われている旨の情報や、正常に薬剤処理が行われていな
い旨の情報、更には薬剤の消費に伴う薬剤補充時期や補充量等、薬剤の消費に関する種々
の情報が広く包含される。また、薬剤情報出力部による出力態様に関しては、文字、数字
、図柄などを表示器に表示出力する態様、音声、警報等をスピーカーに音出力する態様、
更には磁気センサによって検知された情報を、水処理装置から離間した場所において複数
の水処理装置の遠隔監視を行う遠隔監視装置に向けて信号出力する態様などを適宜用いる
ことが可能である。
【０００７】
　このような構成によれば、水処理装置の使用者や管理者は、薬剤収容ハウジング内にお
いて薬剤の残量に応じて収容位置が変化する磁石の磁気を、薬剤収容ハウジング外に配設
された磁気センサによって検知することによって、薬剤の消費に関する情報を簡便に把握
することが可能となり、以って薬剤処理の適正化を図ることが可能となる。特に、接続ケ
ーブル等を伴わない磁石を薬剤収容ハウジング内に配設するとともに、接続ケーブル等を
伴う磁気センサを薬剤収容ハウジング外に配設する構成を採用することによって、薬剤収
容ハウジング内の構造をより簡素化することが可能となり、これにより当該磁気センサを
薬剤収容ハウジング内に配設する場合に生じる問題、具体的には磁気センサと薬剤との干
渉の発生を防止するのに効果的である。
【０００８】
　また、本発明にかかる更なる形態の水処理装置では、前記の薬剤は、固形状に形成され
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た複数の固形薬剤が上下に積み重ねられた状態で薬剤収容ハウジングに収容され、最下段
の固形薬剤から順に流通路を流れる被処理水に対し溶出して消費されるとともに、所定段
の固形薬剤の上に磁石が積み重ねられた構成であるのが好ましい。この場合、所定段の固
形薬剤は、複数の固形薬剤のうちの最上段の固形薬剤であってもよいし、或いは最上段の
固形薬剤と最下段の固形薬剤との間に介在する所定の固形薬剤であってもよい。また、前
記の磁気センサは、磁石が近接した状態で当該磁石から受ける磁気を検知する構成である
のが好ましい。この場合、所定段の固形薬剤は、磁石を下方から支持する支持手段として
構成される。また、前記の薬剤情報出力部は、薬剤の溶出に伴って磁気センサに対し磁石
が自重によって下降しつつ近接することで、薬剤情報を出力するする構成であるのが好ま
しい。この場合、磁石の収容位置の変化量が、薬剤収容ハウジングの上下の延在方向に関
し薬剤の消費高さに概ね合致する。
【０００９】
　このような構成によれば、水処理装置の使用者や管理者は、所定段の固形薬剤の上に積
み重ねられた磁石の収容位置の変化に応じて薬剤情報出力部から出力される情報によって
、所定の薬剤情報を認識することが可能となる。この場合、所定段の固形薬剤が最上段の
固形薬剤に合致する構成においては、所定の薬剤情報として例えば薬剤の残量が無くなっ
たことが出力される。一方、所定段の固形薬剤が最上段の固形薬剤と最下段の固形薬剤と
の間に介在する固形薬剤である構成においては、所定の薬剤情報として薬剤の残量が残り
少なくなったことが出力される。本構成を採用した場合には、磁石よりも上方に未使用の
薬剤が残留することとなり、薬剤が完全に無くなるまでの時間的猶予が付与されることと
なる。
【００１０】
　また、本発明にかかる更なる形態の水処理装置では、前記の磁石は、最上段の固形薬剤
の上に積み重ねられる構成であるのが好ましい。また、前記の磁気センサは、薬剤収容ハ
ウジングの外面側の各部位のうち最下段の固形薬剤に対応した部位に取り付けられる構成
であるのが好ましい。また、前記の薬剤情報出力部は、薬剤の溶出に伴って磁気センサに
対し磁石が自重によって下降しつつ近接することで、薬剤情報として薬剤の残量が無くな
ったことを出力する構成であるのが好ましい。このような構成によれば、水処理装置の使
用者や管理者は、最上段の固形薬剤の上に積み重ねられた磁石の収容位置の変化に応じて
薬剤情報出力部から出力される情報によって、薬剤情報として薬剤の残量が無くなったこ
とを認識することが可能となる。
【００１１】
　また、本発明にかかる更なる形態の水処理装置では、前記の磁石は、Ｎ極及びＳ極が上
下方向に連接して配設された両面２極構造とされるのが好ましい。また、前記の磁気セン
サは、磁性材料からなる二つの磁性体リード片が隙間をもって相対したリードスイッチを
含む構成であるのが好ましい。このような構成において、両面２極構造とされた磁石が当
該リードスイッチを上方から下方へと横切る方向に近接することで、二つの磁性体リード
片が磁石から受ける磁気により隙間において互いに接触する。このような構成によれば、
二つの磁性体リード片が磁石から受ける磁気により隙間において互いに接触する作動範囲
（典型的には、磁石の移動方向と交差する方向に関する作動範囲）を極力拡張することが
でき、リードスイッチの作動精度を高めるのに効果的である。
【００１２】
　また、本発明にかかる更なる形態の水処理装置は、処理槽本体に前記の薬剤収容ハウジ
ングを取り付ける第１ホルダ部と、この薬剤収容ハウジングの外面側に磁気センサを取り
付ける第２ホルダ部を備え、これら第１ホルダ部及び第２ホルダ部が一体状に構成される
のが好ましい。このような構成によれば、処理槽本体に薬剤収容ハウジングを取り付ける
機能と、薬剤収容ハウジングの外面側に磁気センサを取り付ける機能が、第１ホルダ部及
び第２ホルダ部が一体状に構成された単一のホルダによって兼用化されるため合理的であ
る。
【００１３】
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　また、本発明にかかる更なる形態の水処理装置では、処理槽本体に前記の薬剤収容ハウ
ジングを取り付ける第１ホルダ部と、この薬剤収容ハウジングの外面側に磁気センサを取
り付ける第２ホルダ部を備え、磁気センサが取り付けられる前記第２ホルダ部は、前記第
１ホルダ部に対し上下方向に関する移動が許容された構成であるのが好ましい。第２ホル
ダ部の取り付け構造に関しては、第１ホルダ部に対する第２ホルダ部の上下方向に関する
相対位置を複数段階にて設定可能であるとともに、所望の設定位置において第１ホルダ部
に対し第２ホルダ部を固定することが可能な構成を種々採用することができる。
　このような構成によれば、磁気センサによって磁石の磁気が検出される時点において残
留する薬剤の量を設定することが可能となる。薬剤の消費速度は、水量や窒素濃度などの
要因で現場毎に異なるのが一般的であるところ、第１ホルダに対する第２ホルダまたは磁
気センサの固定位置を、その現場に最適な位置に設定することで、メンテナンスの時期を
適正に把握することができ、メンテナンスをし易くすることが可能となる。
【００１４】
　また、本発明にかかる更なる形態の水処理装置では、前記の薬剤収容ハウジングは、ハ
ウジング内外を連通するハウジング開口部を備える一方、前記の第１ホルダ部は、薬剤収
容ハウジングの外面側に被着されるとともに、薬剤収容ハウジングに対する被着部分のう
ち第１及び第２のハウジング開口部のそれぞれに合致する部位に第１及び第２のホルダ開
口部を備える構成であるのが好ましい。このような構成では、ホルダ開口部及びハウジン
グ開口部がいずれも流通路上に配設されるため、流通路を流通する被処理水は、第１のホ
ルダ開口部及び第１のハウジング開口部を通じて薬剤収容ハウジング内に流入して薬剤に
接触した後、薬剤が溶出した水となって第２のハウジング開口部及び第２のホルダ開口部
を通じて薬剤収容ハウジング外へと流出することとなる。典型的には、第１のホルダ開口
部を第１のハウジング開口部よりも大きい開口部分として構成し、第２のホルダ開口部を
第２のハウジング開口部よりも大きい開口部分として構成する。
　このような構成によれば、薬剤収容ハウジング内に流入した後に薬剤収容ハウジング外
へと流出する被処理水の流れに関し、当該被処理水が薬剤に接触するのを妨げることのな
い円滑な流れを形成させることが可能となる。特には、処理槽本体に薬剤収容ハウジング
を取り付ける第１ホルダ部に対し、被処理水の円滑な流れを形成させる機能を付与した合
理的な構成が提供されることとなる。
【００１５】
　また、本発明にかかる更なる形態の水処理装置では、前記の薬剤収容ハウジングは、上
下方向に延在する筒形状に構成されるとともに、ハウジング上部を塞ぐ蓋を備える構成で
あり、更に、蓋と磁石とを接続する長尺状の接続手段を備える構成であるのが好ましい。
この接続手段は、蓋がハウジング上部に装着された状態で、薬剤収容ハウジング内におけ
る磁石の上下移動を許容する一方、ハウジング上部を開放する際の記蓋の上向きの開放動
作に伴って、磁石を上方へと引き上げ可能とする延在長さを有する構成とされる。典型的
には、接続手段が紐状ないしケーブル状の柔軟性材料によって構成され、またこの接続手
段の直線的な延在長さが、薬剤収容ハウジングのハウジング上部に装着された蓋の下面か
ら、薬剤収容ハウジング内の最下段ないしそれよりも下方位置までの長さに概ね合致する
構成とされる。
　このような構成によれば、使用中は接続手段によって磁石の動作が阻害されることはな
いが、一方で薬剤を補充するべく蓋を開放する際に、同時に磁石が接続手段を介して持ち
上げられるので、磁石の上に薬剤が誤って補充されるのを防止することができ、以って磁
石の下に薬剤を確実に補充することが可能となる。
【発明の効果】
【００１６】
　以上のように、本発明によれば、薬剤を用いて被処理水の薬剤処理を行う水処理装置に
おいて、特に薬剤とともに薬剤収容ハウジングに収容され、薬剤の残量に応じて収容位置
が可変とされる磁石の磁気を、薬剤収容ハウジングの外面側に取り付けられる磁気センサ
によって検知する構成を採用することによって、薬剤の消費に関する情報を簡便に検出す
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ることができ、以って薬剤処理の適正化を図ることが可能となった。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下に、本発明における一実施の形態の水処理装置の構成等を図面に基づいて説明する
。なお、本実施の形態は、一般家庭等から排出される排水（被処理水）の処理を行う水処
理装置について説明するものである。
【００１８】
　本発明における「水処理装置」の一実施の形態の水処理装置１００の概要が図１に示さ
れる。図１に示すように、本実施の形態の水処理装置１００は、槽状に成形された処理槽
本体１０１を有し、この処理槽本体１０１には、複数の水処理領域として上流側処理槽１
１０、消毒槽１２０及び貯留槽１３０が収容されている。流入部１０２を通じて処理槽本
体１０１内に流入した排水は、上流側処理槽１１０、消毒槽１２０及び貯留槽１３０にお
いて順次処理され、処理後の水は流出部１０３を通じて処理槽本体１０１外へと流出する
。この場合、水処理装置１００は、処理槽本体１０１外へと流出した水をそのまま放流す
る浄化槽として構成されてもよいし、或いは処理槽本体１０１外へと流出した水をトイレ
や散水用の水として再利用する水再利用装置として構成されてもよい。ここでいう処理槽
本体１０１が、本発明における「複数の水処理領域を収容する処理槽本体」に相当する。
【００１９】
　上流側処理槽１１０は、典型的には、被処理水中に含まれる夾雑物を、流入バッフル（
図示省略）などの固液分離手段を用いて被処理水から分離する処理を行う夾雑物除去槽、
被処理水から泡沫を分離する処理を行う泡沫分離槽、被処理水中の有機汚濁物質を嫌気処
理（還元）する嫌気濾床槽、被処理水中の有機汚濁物質を好気処理（酸化）する接触ばっ
気槽、被処理水中の浮遊物質を沈殿・除去する沈澱槽などのうちの１または複数の処理槽
によって構成される。なお、本実施の形態では、各槽において処理される排水および当該
排水を処理する処理過程において流れる水を「被処理水」ないし「水」と記載する。
【００２０】
　消毒槽１２０は、上流側処理槽１１０から流入した水に対し消毒剤を供給する機能を有
する処理槽として構成される。この消毒槽１２０は、被処理水の消毒処理を行うための固
形状の消毒剤１２２が充填された薬剤筒１２１を薬筒棚１２０ａ（「越流樋」ともいう）
内に備えており、被処理水の流れにともなって当該被処理水に消毒剤１２２が溶出するよ
うに構成されている。詳細については後述するが、この薬剤筒１２１は、処理槽本体１０
１に取り付けられ、また薬剤筒１２１の外面に磁気センサ１４０が取り付けられるように
なっている。詳細については後述するが、この磁気センサ１４０は、薬剤筒１２１に収容
された後述の磁石１２４からの磁気を受けて作動する構成とされる。また、この磁気セン
サ１４０は、ケーブル１４１によって送信部１５０に接続されており、磁気センサ１４０
からの情報が送信部１５０に伝送され、更に送信部１５０からの情報が水質管理装置２０
０側の受信部２１０に無線送信され、出力部２２０において出力されるように構成されて
いる。この水質管理装置２００は、水処理装置１００から離間して配置された遠隔監視装
置として構成され、複数の水処理装置における水質に関する情報を遠隔監視することが可
能とされる。
【００２１】
　消毒槽１２０において消毒剤１２２が溶出した被処理水は、この消毒槽１２０にて消毒
処理がなされた後、貯留槽１３０に流入する。この貯留槽１３０では、流出部１０３を通
じて流出する前の水が一時的に貯留されるとともに、この貯留状態において消毒処理が継
続される。従って、この貯留槽１３０を被処理水の消毒処理を行う「消毒槽」と称呼する
とともに、この貯留槽１３０へと消毒剤１２２を供給する前述の消毒槽１２０を貯留槽１
３０に関する「薬剤供給装置」と称呼することもできる。なお、ここでいう消毒槽１２０
、或いは消毒槽１２０とその下流の貯留槽１３０は、被処理水の消毒処理（薬剤処理）に
関与する処理槽であり、本発明における「被処理水の薬剤処理を行う薬剤処理領域」を構
成する。貯留槽１３０から流出した水は、水処理装置１００が水再利用装置として構成さ
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れる場合には、トイレや散水装置へと移送され、また水処理装置１００が浄化槽として構
成される場合には、そのまま下水道に放流される。本構成に関連して、貯留槽１３０の下
流に、更に別の槽、例えば放流用のポンプが設置された放流ポンプ槽などを設けてもよい
。
【００２２】
　上記薬剤筒１２１の具体的な構成及び動作に関しては、図２及び図３が参照される。図
２には、図１中の消毒槽１２０に設けられた薬剤筒１２１の消毒剤使用前における断面構
造が示され、図３には、図１中の消毒槽１２０に設けられた薬剤筒１２１の消毒剤使用中
における断面構造が示されている。
【００２３】
　図２に示すように、本実施の形態の薬剤筒１２１は、中空状の収容空間１２１ａを有す
る薬剤筒ハウジングとして構成され、この収容空間１２１ａに複数（図２に示す例では４
つ）の消毒剤１２２が上下に積み重ねられて収容される。また、この薬剤筒１２１は、上
下方向に延在する筒形状のハウジング上部を塞ぐ蓋１２８を備える構成とされる。この蓋
１２８は、使用時にハウジング上部に装着される一方、消毒剤１２２の充填時やメンテナ
ンス時等に開放される。消毒剤１２２は、薬剤筒１２１の内径を下回る径の固形消毒剤、
典型的には塩素系の固形消毒剤として構成される。このような塩素系の固形消毒剤を使用
する場合には、薬剤筒１２１の内壁部分にコーティング層（例えばフッ素樹脂コーティン
グ）を設けるか、或いは薬剤筒１２１自体の材質を選ぶことにより薬剤筒１２１の耐塩素
性を確保するのが好ましい。ここでいう薬剤筒１２１が、本発明における「薬剤収容ハウ
ジング」に相当し、またここでいう消毒剤１２２が、本発明における「薬剤」及び「固形
薬剤」に相当する。また、薬剤筒１２１の筒壁のうちこの収容空間１２１ａの下部領域、
すなわち最下段の消毒剤１２２が位置する部位には、上流側処理槽１１０から流入した水
が流通するハウジング流通路１２３を備える。このハウジング流通路１２３は、上流側処
理槽１１０から消毒槽１２０へと流入した水が流れる流通路１２６上に配設されている。
ここでいう流通路１２６が、本発明における「流通路」に相当する。
【００２４】
　本構成では、流通路１２６を流通する被処理水がこの薬剤筒１２１のハウジング流通路
１２３を流通する被処理水によって、上下に積み重ねられた複数の消毒剤１２２のうちの
下段の消毒剤１２２から順に被処理水に連続的に溶出し、当該被処理水の消毒処理（塩素
消毒処理）に供するようになっている。また、本実施の形態では、収容空間１２１ａの最
上段の消毒剤１２２の上に磁石１２４が積み重ねられて配置（載置）されるようになって
いる。すなわち、最上段の消毒剤１２２によって磁石１２４が下方から支持される構成に
なっている。
【００２５】
　また、本実施の形態の薬剤筒１２１は、ホルダ（ブラケット）１２５を介して処理槽本
体１０１に取り付けられる構成とされる。このホルダ１２５は、第１保持部１２５ａ及び
第２保持部１２５ｂを備える。第１保持部１２５ａは、薬剤筒１２１の下部を外面から保
持する部位として構成される。第２保持部１２５ｂは、薬剤筒１２１の下部の側方（外表
面）に磁気センサ１４０を収容保持する部位として構成される。すなわち、本実施の形態
では、処理槽本体１０１に薬剤筒１２１を取り付ける第１保持部１２５ａと、薬剤筒１２
１の外面側に磁気センサ１４０を取り付ける第２保持部１２５ｂが一体状に構成されてい
る。このような構成によれば、処理槽本体１０１に対し薬剤筒１２１が取り付けられると
ともに、薬剤筒１２１に対する磁気センサ１４０の位置決めがなされることとなる。これ
により、処理槽本体１０１に薬剤筒１２１を取り付ける機能と、薬剤筒１２１の外面側に
磁気センサ１４０を取り付ける機能が、第１保持部１２５ａ及び第２保持部１２５ｂが一
体状に構成された単一のホルダ１２５によって兼用化されるため合理的である。また、本
実施の形態では、磁気センサ１４０を収容保持するこの部位は、収容空間１２１ａに収容
された最下段の消毒剤１２２に対応する部位とされる。ここでいう第１保持部１２５ａ或
いはこの第１保持部１２５ａを含むホルダ１２５によって本発明における「第１ホルダ部
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」が構成され、またここでいう第２保持部１２５ｂが、本発明における「第２ホルダ部」
に相当する。
【００２６】
　なお、本構成に関連して、第２保持部１２５ｂを省略した上で、磁気センサ１４０を薬
剤筒１２１の外表面に直に被着して取り付ける構造を採用してもよい。また、薬剤筒１２
１の底部に第２保持部１２５ｂを設けこの第２保持部１２４ｂに磁気センサ１４０を取り
付ける構成や、薬剤筒１２１の底部に磁気センサ１４０を直に被着して取り付ける構造を
採用し、薬剤筒１２１の底部領域に磁気センサ１４０を保持するようにしてもよい。
【００２７】
　上記構成の薬剤筒１２１において、消毒剤１２２は、被処理水に対する溶出によって消
費されるため、複数の消毒剤１２２の上下方向（図２中の上下方向）に関する積み重ね高
さＬが徐々に低下していく。また、図３に示すように、複数の消毒剤１２２のこの積み重
ね高さＬの低下（消毒剤消費）に伴って、収容空間１２１ａにおける磁石１２４の位置が
その自重によって下方へと変位し、磁石１２４が磁気センサ１４０に近接する方向に下降
していく。すなわち、本実施の形態の磁石１２４は、薬剤筒１２１内における消毒剤１２
２の残量に応じてその収容位置が可変とされる構成になっている。この場合、磁石１２４
の収容位置の変化量が、薬剤筒１２１の上下の延在方向に関し薬剤の消費高さに概ね合致
する。
【００２８】
　ここで、上記薬剤筒１２１及びホルダ１２５の更なる具体的な構成に関し、図４及び図
５を参照しつつ説明する。図４には、本実施の形態の薬剤筒１２１とホルダ１２５とが分
解状態とされた分解斜視図が示され、また図５には、本実施の形態の薬剤筒１２１とホル
ダ１２５とが組み付け状態とされた組み付け斜視図が示される。
【００２９】
　図４及び図５に示すように、本実施の形態では、薬剤筒１２１に切り欠き状ないし開口
状のハウジング流通路１２３が設けられる一方、ホルダ１２５に切り欠き状ないし開口状
のホルダ流通路１２６が設けられ、また薬剤筒１２１とホルダ１２５とが組み付け状態と
された際にこれらハウジング流通路１２３及びホルダ流通路１２６が合致する構成である
のが好ましい。これらハウジング流通路１２３及びホルダ流通路１２６は、図３中の流通
路１２７上に配設されて、当該流通路１２７の一部を形成する。
【００３０】
　ハウジング流通路１２３は、薬剤筒１２１のハウジング内外を連通する構成であり、第
１のハウジング開口部１２３ａ及び第２のハウジング開口部１２３ｂを少なくとも備える
。ホルダ流通路１２６は、ホルダ１２５の内外を連通する構成であり、第１のホルダ開口
部１２６ａ及び第２のホルダ開口部１２６ｂを少なくとも備える。ホルダ１２５は、薬剤
筒１２１の外面側に被着されるとともに、薬剤筒１２１に対する被着部分のうち第１及び
第２のハウジング開口部１２３ａ，１２３ｂのそれぞれに合致する部位に第１及び第２の
ホルダ開口部１２６ａ，１２６ｂを備える構成とされる。これにより、図３中の流通路１
２７を流通する被処理水は、第１のホルダ開口部１２６ａ及び第１のハウジング開口部１
２３ａを通じて薬剤筒１２１内に流入して消毒剤１２２に接触した後、当該消毒剤１２２
が溶出した水となって第２のハウジング開口部１２３ｂ及び第２のホルダ開口部１２６ｂ
を通じて薬剤筒１２１外へと流出する。
【００３１】
　典型的には、第１のホルダ開口部１２６ａを第１のハウジング開口部１２３ａよりも大
きい開口部分として構成し、第２のホルダ開口部１２６ｂを第２のハウジング開口部１２
３ｂよりも大きい開口部分として構成する。このような構成によれば、薬剤筒１２１内に
流入した後に薬剤筒１２１外へと流出する被処理水の流れに関し、当該被処理水が消毒剤
１２２に接触するのを妨げることのない円滑な流れを形成させることが可能となる。特に
は、処理槽本体１０１に薬剤筒１２１を取り付けるホルダ１２５に対し、被処理水の円滑
な流れを形成させる機能を付与した合理的な構成が提供されることとなる。なお、ここで
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いう第１のハウジング開口部１２３ａ、第２のハウジング開口部１２３ｂ、第１のホルダ
開口部１２６ａ、第２のホルダ開口部１２６ｂが、それぞれ本発明における「第１のハウ
ジング開口部」、「第２のハウジング開口部」、「第１のホルダ開口部」、「第２のホル
ダ開口部」に相当する。
【００３２】
　上記磁石１２４及び磁気センサ１４０の具体的な構成及び動作に関しては、図６及び図
７が参照される。図６には、本実施の形態の磁気センサ１４０の非作動時における磁石１
２４及び磁気センサ１４０の断面構造が示され、図７には、本実施の形態の磁気センサ１
４０の作動時における磁石１２４及び磁気センサ１４０の断面構造が示される。
【００３３】
　図６に示すように、本実施の形態の磁石１２４は、Ｎ極及びＳ極が上下方向に連接して
配設された、いわゆる「両面２極構造」の永久磁石であって、典型的には円柱形状、円筒
形状ないし環状（ドーナツ状）とされる。この磁石１２４として、必要に応じて左右２極
、片面２極、左右多極、両面片面多極、円筒内周面多極、円柱２極、円柱多極、円筒外周
面多極、（複合）多極円板、スキュー付円筒多極、角形多極、丸形多極、２極セグメント
等の永久磁石を採用することもできる。ここでいう磁石１２４が、本発明における「磁石
」に相当する。
【００３４】
　一方、本実施の形態の磁気センサ１４０は、いわゆる「リードスイッチ」或いは「マグ
ネットスイッチ」と称呼されるスイッチであり、磁石１２４において生じる磁気を検知し
てオン動作及びオフ動作する機能を有する。この磁気センサ１４０は、具体的には、図６
に示すように不活性ガスが充填されたガラス管１４２の中に二本のリード片１４３，１４
４が封入された構成とされる。ここでいう磁気センサ１４０が、本発明における「磁気セ
ンサ」に相当する。磁気センサ１４０を構成するこれら第１のリード片１４３及び第２の
リード片１４４は、いずれも磁性材料からなる磁性体リード片として構成され、第１のリ
ード片１４３の一端部１４３ａの接点と、第２のリード片１４４の一端部１４４ａの接点
との間の隙間をもって相対している。
【００３５】
　このような構成の磁気センサ１４０は、磁石１２４からの磁気（磁界）が及ばない領域
に離間した状態では、磁気センサ１４０が非作動状態（スイッチが切れたオフ状態）とさ
れ、第１のリード片１４３の一端部１４３ａの接点と、第２のリード片１４４の一端部１
４４ａの接点の接触が生じない（図６参照）。この場合、送信部１５０は、消毒剤１２２
の残量が有ることを示す情報を、水質管理装置２００側の受信部２１０に無線送信するか
、或いは情報自体を無線送信しない。
【００３６】
　これに対し、図３において説明したように磁石１２４が磁気センサ１４０に近接する方
向に下降し、両面２極構造とされた磁石１２４が磁気センサ１４０を上方から下方へと横
切る方向に近接して、磁気センサ１４０が磁石１２４から受ける磁気が所定値に達すると
、磁気センサ１４０が作動状態（スイッチが入ったオン状態）とされる。具体的には、こ
の近接動作に伴って第１のリード片１４３は、一端部１４３ａがＮ極となり他端部１４３
ｂがＳ極となるのに対し、第２のリード片１４４は、一端部１４４ａがＳ極となり他端部
１４４ｂがＮ極となるため、第１のリード片１４３の一端部１４３ａ（接点）と第２のリ
ード片１４４の一端部１４４ａ（接点）が磁気吸引力によって吸引され、前記の隙間にお
いて互いに接触する（図７参照）。これによって、磁気センサ１４０が作動状態とされる
。
【００３７】
　磁気センサ１４０が作動状態になることによって、ケーブル１４１を介してこの磁気セ
ンサ１４０に接続された送信部１５０は、消毒剤１２２の残量が無くなった或いは消毒剤
１２２の残量が残り少ないことを示す情報を、水質管理装置２００側の受信部２１０に無
線送信する。この受信部２１０によって受信された情報に基づいて、消毒槽１２０の点検
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や、消毒槽１２０における消毒剤１２２の補充作業を、水処理装置１００の使用者や管理
者に対し促す出力が出力部２２０によって遂行される。この場合の出力部２２０の出力情
報としては、消毒剤１２２の有無や残量をはじめ、消毒剤１２２の消費量や消費速度、消
毒剤１２２が無くなった旨の情報や、消毒剤１２２が無くなりそうな旨の情報、また正常
に消毒処理が行われている旨の情報や、正常に消毒処理が行われていない旨の情報、更に
は消毒剤１２２の消費に伴う消毒剤補充時期や補充量等、消毒剤１２２の消費に関する種
々の情報が広く包含される。また、この場合の出力態様に関しては、文字、数字、図柄な
どを表示器に表示出力する態様、音声、警報等をスピーカーに音出力する態様などを適宜
用いることが可能である。ここでいう出力情報が、本発明における「薬剤の消費に関する
薬剤情報」に相当する。また、ここでいう送信部１５０、受信部２１０及び出力部２２０
は、磁気センサ１４０が検知する磁気に基づいて、消毒剤１２２の消費に関する薬剤情報
を出力する機能を有し、本発明における「薬剤情報出力部」を構成する。
【００３８】
　なお、本実施の形態では、上記の無線送信構造にかえて或いは加えて、磁気センサ１４
０が作動状態になった場合、消毒剤１２２の残量が無くなった或いは消毒剤１２２の残量
が残り少ないことを示す情報を、現場設置型の出力部（薬剤情報出力部）によって出力す
る構成を採用することもできる。このような構成によれば、水処理装置１００の使用者や
管理者は、消毒剤１２２の残量が無くなった或いは消毒剤１２２の残量が残り少ないこと
を水処理装置１００が設置されている現場にて把握することが可能となる。
【００３９】
　また、本実施の形態において、磁石１２４の外径が消毒剤１２２の外径とほぼ同じか、
当該消毒剤１２２の外径を若干下回る構成であるのが好ましい。更には、磁石１２４の角
に円弧状のＲ部分を設ける構成や、磁石１２４全体の形状を上方側が凹んだ湾曲状とする
構成を採用するのが好ましい。このような構成によれば、消毒剤１２２が下段側から順次
消費されて磁石１２４が下降する場合に、この磁石１２４が薬剤筒１２１の内壁に引っ掛
かるのを防止し、磁石１２４の円滑な下降動作を確保することができ、これによって消毒
剤１２２の残量に関する情報を磁気センサ１４０によって正確に検知することが可能とな
る。
【００４０】
　以上のように、本実施の形態によれば、水処理装置１００の使用者や管理者は、薬剤筒
１２１内において消毒剤１２２の残量に応じて収容位置が変化する磁石１２４の磁気を、
薬剤筒１２１外に配設された磁気センサ１４０によって検知することによって、消毒剤１
２２の消費に関する情報を簡便に把握することが可能となり、以って消毒処理の適正化を
図ることが可能となる。特に、接続ケーブル等を伴わない磁石１２４を薬剤筒１２１内に
配設するとともに、ケーブル１４１を伴う磁気センサ１４０を薬剤筒１２１外に配設する
構成を採用することによって、薬剤筒１２１内の構造をより簡素化することが可能となり
、これにより当該磁気センサ１４０を薬剤筒１２１内に配設する場合に生じる問題、具体
的には磁気センサ１４０と消毒剤１２２との干渉の発生を防止するのに効果的である。
【００４１】
　また、上記実施の形態によれば、両面２極構造とされた磁石１２４が磁気センサ１４０
（リードスイッチ）を上方から下方へと横切る方向に近接することで、二つの磁性体リー
ド片１４３，１４４が磁石１２４から受ける磁気により隙間において互いに接触する構成
を採用することによって、二つの磁性体リード片１４３，１４４が磁石１２４から受ける
磁気により隙間において互いに接触する作動範囲（典型的には、磁石１２４の上下の移動
方向と交差する方向に関する作動範囲）を極力拡張することができ、リードスイッチの作
動精度を高めるのに効果的である。
【００４２】
　上記実施の形態においては、薬剤筒１２１外に単一の磁気センサ１４０を配設する構成
について記載したが、薬剤筒１２１の上下方向に関し複数の磁気センサ１４０を異なる位
置に配置した構成を採用することもできる。このような構成によれば、消毒剤１２２の残
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量や、消毒剤１２２の残量が無くなるまでの経過を経時的に把握することが可能となり、
消毒剤１２２の残量に関しきめ細かい管理が可能とされる。
【００４３】
〔他の実施の形態〕
　なお、本発明は上記の実施の形態のみに限定されるものではなく、種々の応用や変形が
考えられる。例えば、上記実施の形態を応用した次の各形態を実施することもできる。
【００４４】
　上記実施の形態では、消毒剤１２２が薬剤筒１２１の収容空間１２１ａにおいて上下に
積み重ねられることによって規則的に充填される場合について記載したが、本発明では、
粒状の薬剤が不規則充填される構成を採用することもできる。本構成に関しては図８が参
照される。この図８には、薬剤筒１２１内における消毒剤１２２及び磁石１２４の収容形
態に関し別実施の形態が示される。図８に示す例では、不規則充填された粒状の消毒剤１
２２の上に磁石１２４が積み重ねられて配設された構成となっている。本例では、磁石１
２４の外径が粒状の消毒剤１２２の外径を上回る構成とされる。
【００４５】
　また、上記実施の形態では、最上段の消毒剤１２２の上に磁石１２４が配設される場合
について記載したが、本発明では、複数の消毒剤１２２の間の所定段に磁石１２４を介在
させて配設する構成を採用することもできる。本構成に関しては図９が参照される。この
図９には、薬剤筒１２１内における消毒剤１２２及び磁石１２４の収容形態に関し別実施
の形態が示される。図９に示す例では、４つの消毒剤１２２のうち下側において三段積み
された消毒剤１２２の上に磁石１２４が載置された構成、すなわち下側から三段目の消毒
剤１２２と四段目の消毒剤１２２との間に磁石１２４が介在する構成になっている。この
ような構成によれば、下側の３つの消毒剤１２２が消費された後、磁気センサ１４０によ
って磁石１２４の磁気が検知された時点では、磁石１２４よりも上方に未使用の消毒剤１
２２が残留しており、消毒剤１２２が完全に無くなるまでの時間的猶予が付与されること
となる。
【００４６】
　また、上記実施の形態では、処理槽本体１０１に薬剤筒１２１を取り付ける第１保持部
１２５ａと、薬剤筒１２１の外面側に磁気センサ１４０を取り付ける第２保持部１２５ｂ
が一体状に構成されたホルダ１２５について記載したが、本発明では、ホルダ１２５とは
異なる構成のホルダを採用することもできる。本構成に関しては図１０が参照される。こ
の図１０には、別実施の形態のホルダ２２５の構成が示されている。このホルダ２２５で
は、磁気センサ１４０が取り付けられる第２保持部１２５ｂは、処理槽本体１０１に薬剤
筒１２１を取り付ける第１保持部１２５ａに対し上下方向（図１０中の上下方向）に関す
る移動が許容された状態で当該第１保持部１２５ａに取り付けられた構成とされる。第２
保持部１２５ｂの取り付け構造に関しては、第１保持部１２５ａに対する第２保持部１２
５ｂの上下方向に関する相対位置を複数段階にて設定可能であるとともに、所望の設定位
置において第１保持部１２５ａに対し第２保持部１２５ｂを固定することが可能な構成を
種々採用することができる。
【００４７】
　このような構成によれば、磁気センサ１４０によって磁石１２４の磁気が検出される時
点において残留する消毒剤１２２の量を設定することが可能となる。例えば、第２保持部
１２５ｂを図１０中の二点鎖線（仮想線）で示す位置に設定した場合には、磁気センサ１
４０によって磁石１２４の磁気が検出された時点においてその後に使用可能な消毒剤１２
２は殆ど残留していないが、第２保持部１２５ｂを図１０中の実線で示す位置に設定した
場合には、磁気センサ１４０によって磁石１２４の磁気が検出された時点においては、磁
石１２４よりも下方に消費され始めたばかりの消毒剤１２２が１つ残留しており、消毒剤
１２２が完全に無くなるまでに時間的猶予が付与されることとなる。
　なお、消毒剤の消費速度は、水量や窒素濃度などの要因で現場毎に異なるのが一般的で
あるところ、図１０に示すような実施形態によれば、第１保持部１２５ａに対する第２保
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持部１２５ｂまたは磁気センサ１４０の固定位置を、その現場に最適な位置に設定するこ
とで、メンテナンスの時期を適正に把握することができ、メンテナンスをし易くすること
が可能となる。
【００４８】
　また、上記実施の形態では、磁石１２４の下側に消毒剤１２２が配設されることを前提
に構成されているが、消毒剤１２２が完全に消費され、磁石１２４が薬剤筒１２１内の最
下段に位置した時点でそのまま磁石１２４の上側に消毒剤１２２が補充されると、所定の
情報の検出に支障をきたすことが想定される。そこで、図１１に示す構成を採用するのが
好ましい。この図１１には、別実施の形態の蓋２２８の構成が示されている。この蓋２２
８は、長尺状の接続手段１２９を介して磁石１２４と接続されている。
　図１１に示すように、接続手段１２９は、蓋２２８が薬剤筒１２１のハウジング上部に
装着された状態で、薬剤筒１２１内における磁石１２４の上下移動を許容する一方、薬剤
筒１２１のハウジング上部を開放する際の蓋２２８の上向きの開放動作に伴って、磁石１
２４を上方へと引き上げ可能とする延在長さを有する構成とされる。典型的には、接続手
段１２９が紐状ないしケーブル状の柔軟性材料によって構成され、またこの接続手段１２
９の直線的な延在長さが、薬剤筒１２１のハウジング上部に装着された蓋２２８の下面か
ら、薬剤筒１２１内の最下段ないしそれよりも下方位置までの長さに概ね合致する構成と
される。ここでいう接続手段１２９が本発明における「接続手段」に相当し、またここで
いう蓋２２８が本発明における「蓋」に相当する。
【００４９】
　このような構成によれば、使用中は接続手段１２９によって磁石１２４の動作が阻害さ
れることはないが、一方で消毒剤１２２を補充するべく蓋２２８を開放する際に、同時に
磁石１２４が接続手段１２９を介して持ち上げられるので、磁石１２４の上に消毒剤１２
２が誤って補充されるのを防止することができ、以って磁石１２４の下に消毒剤１２２を
確実に補充することが可能となる。
【００５０】
　また、本実施の形態において、磁気センサ１４０は、磁石１２４から受ける磁気によっ
てオン－オフ動作するスイッチとして構成したが、本発明において、磁気センサは、ホー
ル効果を応用したホール素子磁気センサのように、磁石から受ける磁気の強さないし強弱
の度合いを検出するとともに、検出されたこの磁気の強さないし強弱の度合いに基づいて
、薬剤情報出力部が薬剤の消費に関する情報を出力するように構成されてもよい。また、
ホール素子磁気センサ以外として、磁気抵抗効果を応用した磁気抵抗（ＭＲ）素子による
磁気センサや、いわゆる角型特性のＢ－Ｈカーブをもつコアを使用したフラックス・ゲー
ト（磁気変調）型磁気センサ等を用いることもできる。
【００５１】
　また、本実施の形態では、薬剤筒１２１内における磁石１２４の収容位置が、薬剤筒１
２１の上下の延在方向に関し消毒剤１２２の消費高さに概ね合致して変化する構成につい
て記載したが、本発明では、薬剤筒１２１内における磁石１２４の収容位置が消毒剤１２
２の消費に応じて収可変とされればよく、当該収容位置が消毒剤１２２の消費高さとは独
立して変化する構成を採用することもできる。
【００５２】
　また、上記実施の形態では、消毒剤１２２の消費に伴って収容位置が可変とされる磁石
１２４を薬剤筒１２１内に配設するとともに、磁石１２４を検出する磁気センサ１４０を
薬剤筒１２１外に配設する場合について記載したが、必要に応じては別の構成を採用する
こともできる。例えば、消毒剤１２２の消費に伴って収容位置が可変とされる無線式の磁
気センサを薬剤筒１２１内に配設するとともに、この無線式の磁気センサによって検出さ
れる磁石を薬剤筒１２１外に配設した構成を採用することもできる。
【００５３】
　また、上記実施の形態では、磁気センサ１４０は第２保持部１２５ｂによって薬剤筒１
２１の側方（外表面）に収容保持される場合について記載したが、本発明では、磁気セン
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サ１４０の配設位置は薬剤筒１２１の側方に限定されるものではなく必要に応じて種々変
更可能である。例えば、薬剤筒１２１の底面に磁気センサ１４０を配設することもできる
。要するに、消毒剤１２２が消費されることによって、磁石１２４と磁気センサ１４０が
近接し、磁石１２４の磁気が磁気センサ１４０にて検出される構成であればよい。
【００５４】
　また、上記実施の形態では、消毒剤の消費に関する情報を出力する場合について記載し
たが、消毒剤以外の薬剤の消費に関する情報を出力する構成に本発明を適当することもで
きる。
【００５５】
　また、上記実施の形態では、家庭用の水処理装置について記載したが、本発明は、家庭
用の水処理装置のみならず、工場などに設置される各種の水処理装置に対しても同様に適
用可能な技術である。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明における「水処理装置」の一実施の形態の水処理装置１００の概要を示す
図である。
【図２】図１中の消毒槽１２０に設けられた薬剤筒１２１の消毒剤使用前における断面構
造を示す図である。
【図３】図１中の消毒槽１２０に設けられた薬剤筒１２１の消毒剤使用中における断面構
造を示す図である。
【図４】本実施の形態の薬剤筒１２１とホルダ１２５とが分解状態とされた分解斜視図で
ある。
【図５】本実施の形態の薬剤筒１２１とホルダ１２５とが組み付け状態とされた組み付け
斜視図である。
【図６】本実施の形態の磁気センサ１４０の非作動時における磁石１２４及び磁気センサ
１４０の断面構造を示す図である。
【図７】本実施の形態の磁気センサ１４０の作動時における磁石１２４及び磁気センサ１
４０の断面構造を示す図である。
【図８】薬剤筒１２１内における消毒剤１２２及び磁石１２４の収容形態に関し別実施の
形態を示す図である。
【図９】薬剤筒１２１内における消毒剤１２２及び磁石１２４の収容形態に関し別実施の
形態を示す図である。
【図１０】別実施の形態のホルダ２２５の構成を示す図である。
【図１１】別実施の形態の蓋２２８の構成を示す図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１００…水処理装置
　１０１…処理槽本体
　１０２…流入部
　１０３…流出部
　１１０…上流側処理槽
　１２０…消毒槽
　１２０ａ…薬筒棚
　１２１…薬剤筒
　１２１ａ…収容空間
　１２２…消毒剤
　１２３…ハウジング流通路
　１２３ａ…第１のハウジング開口部
　１２３ｂ…第２のハウジング開口部
　１２４…磁石
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　１２５，２２５…ホルダ
　１２５ａ…第１保持部
　１２５ｂ…第２保持部
　１２６…ホルダ流通路
　１２６ａ…第１のホルダ開口部
　１２６ｂ…第２のホルダ開口部
　１２７…流通路
　１２８，２２８…蓋
　１２９…接続手段
　１３０…貯留槽
　１４０…磁気センサ
　１４１…ケーブル
　１４２…ガラス管
　１４３…第１のリード片
　１４４…第２のリード片
　１４３ａ，１４４ａ…一端部
　１４３ｂ，１４４ｂ…他端部
　１５０…送信部
　２００…水質管理装置
　２１０…受信部
　２２０…出力部

【図１】 【図２】

【図３】
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